
〔授業展開案３〕「視野を広げて書こう」

具体的な指導のアイディア
◆それぞれの過程で特に有効だった手立てについて詳細を説明しています。

過程 指導のアイディア －手順、気付き、資料と資料活用上の留意点等－

①学年劇の映像や実際の脚本を見て気付いたことを発表させ、脚本への興
味を喚起させる。

②脚本を書く手順をワークシートを使って確認させる。
③小学校のときに読んで内容を理解している作品や有名な作品の一部をワ
ークシートの指示に従って脚本の形に書きかえさせる。

④劇の脚本の書き方の特徴について、気付きをワークシートにメモさせる。

※実際の脚本を見せた後、自分で文学
的な文章の一部を書きかえさせまし
た。実際の授業では、生徒が知って
いる作品を利用するのが最も効果的
ですが、自作の短編を利用すること
も可能です。（Webでは自作を公開）

小説の一部を脚本化する言語活動の中の、脚本の下書きを書く部分を
スモールステップによる学習活動で行った。
①脚本化する部分の登場人物の心情や情景についての情報を整理し、
収集させる。
（書かれていないエーミールの心情については、関連した記述を根
拠にして想像し、ワークシートに書かせておく。）

②主なせりふを登場人物ごとに色を変えて付せんに書き出させる。

〔活動の流れ〕

①情報の整理・収集。 ②③せりふとト書きを書く。 ④脚本の形にまとめる。

〔生徒のワークシート〕

※書かれていない登場人物の心情は関連の
ある記述を基に想像して書かせます。そ
の際、もともとあるせりふを人物ごとに
色分けして書いている付せんと同じ色で
大きさの違うものに書かせておき、どの
部分に挿入するかや心の声とするか、ナ
レーションとしてナレーターに語らせる
かも考えさせました。

指導の実際３
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生徒の意欲を喚起するために、生徒の活

動を中心に学習を進められるよう、１枚

のワークシートに必要な情報をまとめま

した。単元に位置付けた言語活動の模擬

的な活動が、簡単な作業でできるように

工夫しました。

スモールステップ

による学習活動

黒板を使って（★板書例参照）活動の仕方

を確認した後に活動をさせました。付せん

を活用することで、書き方や言葉づかいな

どを確かめることができ、構成を見直すこ

とも容易でした。

言語活動…「小説の一部を脚本化する」



①書き上げた脚本を自己評価して、評価表に記入させる。
②グループ内で各個人が作成した脚本を読み合わせる。
③友達の脚本を、評価の観点に照らし合わせて評価させる。
④友達の脚本のよいところをピンクの付せんに書き、アドバイスを青の
付せんに書いて、本人に渡させる。

⑤友達の脚本を読んで、自分のリーフレットに生かしたいと思ったとこ
ろを評価表に記入させる。

⑥友達からもらった評価を参考にさせ、自分の脚本の改善点を評価表に
記入させる。

※付せんを使うか直接評価表に記入させて回す
ようにするかは、学級や生徒の実態に応じて
適宜選択する。

①毎時間、学習活動についての振り返りを書かせておく。
②単元の最後に、毎時間の振り返り欄の記述を参考にして何を学んだか
を振り返らせる。

③単元の学習を通して身に付いたと思う力について、具体的に書かせる。
④③で書いた身に付いたと思う力の活用場面について、書かせる。

※何のために、どのような学習活動を行ったの
かを振り返らせ、具体的に書かせるようにす
る。

★板書例（６／９時の板書）
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〔生徒の記述例〕

※単元を通して身に付いたと思う力

・根拠を基に書く力 ・視点を変えて書く力

・想像したことを文章にする力

・条件に合わせて書く力

※身に付いた力の活用場面

・劇の台本や司会進行のシナリオを書くとき

・視点を変えて文章や本を読む必要があるとき

見た目の美しさや文章の長さなどではなく、

評価の観点に照らし合わせて評価を行い、よ

いところやアドバイスを具体的に書くように

指示をしました。自己及び相互評価をするこ

とによって、生徒は自分の作品の改善点に具

体的に気付くことができていました。



生徒の変容

１ アンケート結果より
・ 実際のアンケートでは、新学習指導要領の指導事項を基に、10項目でアンケートを実施しまし
た。本単元では、「条件に応じて、伝えたいことが明確に伝わるように書く力を身に付けさせる」
というねらいを達成するために、書くことの指導事項ウ「記述」、指導事項エ「推敲」に指導の
重点を置いています。
・ すべての項目で、事前よりも事後の方が「～することができる（分かる）」と答える生徒の割
合が増えました。本単元のねらいにつながる項目についての変容は以下のとおりです。
（上のグラフが事前、下のグラフが事後のアンケートの集計結果を示しています。）

〔アンケートの集計結果〕

〔考察〕
・ アンケート結果から、何を伝えるために
書くのか理解して書く力や表現を工夫して
書く力、条件に応じて書く力等、単元のね
らいにつながる項目において、意識化でき
た生徒がかなりの割合で増えたことが分か
ります。本単元の学習を通して、必要な情
報を取り出し、目的に合わせて整理し、条
件に応じた書き方で書くために必要な知識
・技能を生徒が習得することができたこと
がうかがえます。
・ ここに示した項目以外では、交流して条
件に応じて書けているか確かめる力が身に
付いたと多くの生徒が意識していました。

２ 生徒の感想より（抜粋）
・ 小説の一部を脚本に書きかえることで、目的に応じて書いたり書き加えたりする力が身に付
いたと思う。

・ 少年やエーミールの気持ちになって心情や行動を想像するのは難しかったが、おもしろかっ
た。文章に書かれていることを基に、自分の言葉に書き直したり、ト書きやせりふの形になる
ように書きかえることで、条件に合わせて書く力が付いたと思う。

・ 小説を脚本に書き直すのに必要な情報を集めることができたのでよかった。
・ ト書きを書くときに場面や状況を表現するのが難しかった。読んだ人に伝えたいことが分か
るように書くことは難しいけど、大切だと思った。

・ 相互評価で友達の脚本を読んで、自分の作品に生かしたいところや自分の脚本の改善点が見
つかったのでよかった。参考にして、分かりやすい脚本にしたい。

・ 文章に書いてあることを客観的に見ることができるようになった。
・ 想像したことを分かりやすく書き表す力が付いたと思う。劇の脚本を書いてみたくなった。
・ 条件に合わせて書く力や想像したことを文章にする力が身に付いた。学年劇の脚本を書くと
きや司会進行の言葉を書くとき、文章を読むときに活用できると思う。
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３ 生徒作品より

◆この生徒は、それぞれの項目（あらすじ・ト書き・せりふ）の目的に応じ
た書き方を工夫して書いています。下書きの文章からは使う言葉や文体、
表現が変わっています。

①あらすじ…これまでの場面の大きな出来事と主な登場人物の心情を簡潔
にまとめています。実際に語らせる言葉なので、敬体で書い
ています。

②ト書き …役者に場面の状況を的確に伝えるために、簡潔な言葉で具体
的に書いています。指示が目的なので常体で書いています。

③せりふ …話し言葉で書いています。登場人物の心情をより明確に伝え
るために、本文を基にしてにして少し書きかえた部分があり
ます。

指導者の考察

・ 書くことについては苦手意識をもっている生徒が多かったが、活動の見通しをもたせ、補助
資料等の手立てを充実させることで、最後まで意欲的に活動していた。授業後の意識調査でも、
力が身に付いたと意識している生徒が増えており、主体的な学習態度の育成につながる学習活
動を行うことができたと思われる。ただ、視点を変えて書くことと脚本化すること（条件に応
じて書くこと）の二つのねらいがあるようにとらえる生徒も多かったので、ねらいの提示の仕
方を工夫する必要があった。

・ 本文を条件に応じて書きかえるために必要な知識・技能はどのようなもので、自分が伝えた
いことを相手に分かるように伝えるためにどんな工夫をすればよいのかを生徒に知らせるとい
う単元のねらいは達成できたと思う。ただ、身に付けた知識・技能を具体的な学校生活や社会
生活で活用する場面を具体的に意識させることが難しかった。単元を構想する段階でもう少し
具体的な場面を指導者が意識しておく必要がある。

・ 評価の手立てについて、もう少し考える必要がある。
・ 今回は、題材選択の部分を簡略化するために、文学的な文章を情報源として活用したが、「書
くこと」の力を伸ばすには、文章ではない他の題材（例えば学校紹介の寸劇のシナリオ）で単
元を構成することも考えられる。また、同様の言語活動を位置付けて「読むこと」や「話すこ
と・聞くこと」との関連指導として単元を構成することも可能である。
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